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     10月５日（木）、安芸市立伊尾木小学校体育館で、安
芸警察署初の試みとなる「ぽりふれ＠ｋｉ」が開催され
ました。 
 「ぽりふれ」とは、警察の英訳「ポリス」と友愛・友
情の英訳「フレンドシップ」を合わせた言葉。この言葉
に、安芸を意味する「＠ｋｉ」を加え、地域住民と安芸
警察署、ボランティアが一緒に、防犯・防災・交通安全
について楽しく学びながら交流を深めつつ、三者が一体
となって安全で安心なまちづくりを目指そうという思い
が込められています。 
 この企画は、安芸警察署伊尾木駐在所員中井警部補が
発案。数か月も前から関係者との入念な打ち合わせを積
み重ね、開催に至りました。 
 イベントには、伊尾木小学校の児童や地域住民等約100
名が参加。安芸警察署員による交通安全についての講話
や、児童参加の「防犯・防災クイズ」、県警音楽隊によ
る演奏が行われました。 
 「防犯・防災クイズ」では、大人でも答えるのが難し
い問題に児童たちは四苦八苦。それでもあきらめずに何
度もチャレンジして、見事正解にたどりつき、児童たち
は大喜び。県警音楽隊の演奏では、地域住民が演奏に併
せて歌ったり踊ったりと大盛り上がりでした。 
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 「株や社債をかたった投資詐欺」の被害防止を図る
ため全国の主要都市で街頭キャンペーンを実施してい
る日本証券業協会（鈴木茂晴会長）と、高知市所在の
証券会社、四国財務局、県警、県などが協力して、９
月22日（金）に、高知市帯屋町アーケードで街頭キャ
ンペーンを行いました。 
 参加者はキャンペーン用のはっぴを着用して、のぼ
り旗を掲げ、帰宅途中の会社員や学生などに被害防止
を呼びかけながら、啓発物を手渡しました。 
 今年の特殊詐欺被害は、高齢者以外の年齢層の割合
が増加しています。 
 同協会では、「株や社債をかたった投資詐欺」被害
防止コールセンター（０１２０－３４４－９９９）を
設置し、株や社債をかたった不審な勧誘を受けた方か
らの通報や相談を受け付けています。  

日本証券業協会と協力して投資詐欺被害防止キャンペーンを実施 



 □ 安全安心まちづくり会報 編集・発行者 

   高知県安全安心まちづくり推進会議事務局 
  
 高知県犯罪のない安全安心まちづくりのページ 

  http://www.pref.kochi.jp/soshiki/141601/anzenanshin-index.html   

□ 問い合わせ先 
   高知県文化生活スポーツ部 
            県民生活･男女共同参画課 

    〒780－8570 高知市丸ノ内1丁目2番20号 
    TEL 088-823-9319     FAX 088-823-9879 
    E-mail:141601@ken.pref.kochi.lg.jp 

 中村警察署、土佐清水地区少年補導員連絡協議会等は、本
年度の少年健全育成事業として、パラリンピックゴールボール女
子日本代表選手・浦田理恵さんを講師に招き、平成29年10月13
日（金）、土佐清水市立三崎小学校で、ゴールボール教室を開催
しました。 
 ゴールボールは、１チーム３人で、相手のゴールに向かって、鈴
入りのボールを互いに投げ合い得点を競う競技で、視覚障害の程
度によるハンデをなくすため、選手はアイシェード（目隠し）を装着
することが義務付けられています。 
 浦田さんは、20歳の時に視力が失われはじめ、現在では右目に
光を感じる程度の視力しかないそうですが、ゴールボール日本代
表選手として３度パラリンピックに出場。2012（平成24）年ロンドン
パラリンピックでは、強豪国を次々に破り、団体史上初の金メダル
を獲得しています。 
   

 教室では、児童たちがチームに分かれて、ゴールボールの試
合を実施。アイシェード未装着なら何不自由なくできた児童た
ちも、アイシェードを装着すると、攻撃も防御も思うようにはいか
ないことを体感しました。 
 その後行われた、浦田さんと児童３名とのハンディマッチで 
は、ボールの転がる音と鈴の音だけで素早く反応する金メダリ
ストの動きに、児童や関係者から驚きの声が上がりました。 
 試合の後、浦田さんは、「ライバルは自分自身。自分より強い
相手はいるけれど、一番の敵は自分。でも、あきらめなければ絶
対に勝てるのも自分です。金メダルを取れるのはスポーツの世
界だけではないし、特別な人だけが取れるものでもありません。
それぞれの分野で、自分だけの金メダルを目指してください」と
児童たちにエールを送りました。 
  

みんなでつくろう安心な街キャンペーン 

 高吾北地区地域安全協会及び佐川警察署は、全国地域安全運

動期間（10月11日～20日）に併せて、防犯・防災・交通安全に

ついて考えてもらおうと、10月14日（土）、高岡郡佐川町の

「桜座」で「みんなでつくろう安心な街キャンペーン」を開催し

ました。 

 屋内外の会場には、白バイ・パトカー・消防車等の乗車体験

コーナーや救急救命AED体験コーナー、クイズラリーパネル等が

設置され、ホールイベントでは、仁淀和太鼓「一圓想」による和

太鼓演奏や県立消費生活センターのボランティア「くらしのサ

ポーター」による特殊詐欺寸劇、県警職員中心のアマチュアバン

ド「アドベンチャラーズ」のライブ等が行われました。 

 当日は、途中で雨が降り出すなど、あいにくの空模様でしたが、

家族連れを中心に多くの方が来場され、イベントを通じて楽しみ

ながら、地域安全を学んでいました。 


